　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　


配役

　　　　　　　ボランティア部部員

　　　　　　　　　　あずさ（部長）

　　　　　　　　　　巴

　　　　　　　　　　杏子

　　　　　　　　　　かなえ

　　　　　　　　　　梢

　　　　　　　　　　若菜

　　　　　　　　　　クミ

　　　　　　　　　　クミの母

第一場
　　　　　　　　　　学校のミーティング・ルーム　【放課後】　　　　　　　　
「魔法戦隊マジレンジャー」の音楽

　　　　　　　　　　　踊りだすボランティア部の５人

　　　　　　　　　　　音楽の終わりとともに、最後の決めポーズ

　　　　　　　

杏子　　　　（ポーズを決めながら）決まったね。
　

　　　　　　　　　　　みんなで、やり切ったという満足の笑み。
そして、ハイタッチ。喜びを分かち合う部員たち。
あずさ　　　何が「決まったね。」だよ。
杏子　　　　まあ、振り付けで「どうかな～？」ってところはあるんだけどね。

あずさ　　　ね！どうして、戦隊ものなの？

杏子　　　　　今度の活動は保育園訪問でしょ。吹奏楽部は演奏、演劇部は劇をやることになっている。じゃあうちは何をやる？

あずさ　　　・・・

若菜　　　　ボランティア部として何をやる？

杏子　　　　とくれば、やはりヒーローもの。ヒーローショーで子供たちの心をわしづかみ！まあ、アン
パンマンも考えたんだけど。

梢　　　　　私のリサーチによれば、３歳くらいから、アンパンマンへの興味がうすれ、卒業し。戦隊ものに熱中し始める。
杏子　　　　まあ１，２歳の子には、申し訳ないけど、早めに知ってもらうということで・・・やはり、ヒーローはかかせないでしょう。
巴　　　　　でも、なぜマジレンジャーなの？？
若菜　　　マジレンジャー知らないの？
　　　　　　　　　　<説明>

あずさ　　そうじゃなくて、なぜそんなのをやるの?
若菜　　　　ヒーローっていったら、マジレンジャーかハリケンジャーじゃない！
あずさ　　それは私たちであって、保育園の子どもたちには合わないでしょ。

巴　　　　　今のヒーローは護星戦隊ゴセイジャー。マジレンジャーじゃないよ。

あずさ　　つまり、今の子ども達はマジレンジャーを知らないってこと。

巴　　　　　やっても、きっとわからないよ。

若菜　　　きっと知ってるよ。
巴　　　　梢、今度はリサーチもその辺を。
梢　　　それは杏子が・・・

杏子　　（にらむ）

あずさ　　　ご苦労様。とにかく、やるならその何とかって言うのにしたら。私はね、エプロンシアターがいいと思うんだけど。

杏子　　　それじゃ、インパクトにかけるでしょ。
あずさ　　インパクトの問題じゃなくて、内容でしょ。

杏子　　　まあ、こんなこともあろうかと、男の子だけでなく、女の子対策をうっていたのよ。

巴　　　　ま、まさか？？

杏子　　　フォーメーションB。プリキュアよ。

　　　　　　　　　　
梢と若菜、かなえの３人で、踊りだす。

杏子　　　（客席に）さあ、ご一緒に。

　　　　　　　　　　　踊り終わる。

杏子　　　うん。上出来。（３人に）よくやったぞ。

あずさ　　ねえ、ここは壁。壁なの。演劇的空間を壊さないで。演劇にはルールがあるの。それを壊さないで。

杏子　　　　　壁の向こうには神様がいるんだよ。

あずさ　　　？？

杏子　　　　昔から言うじゃない。お客さまは・・・

梢　　　　　神様って。

杏子　　　　何でしゃしゃりでるの！

あずさ　　うるさい！訳の分からないこと言ってないで。話しを始めるよ。いつも脱線するんだから。
　　　　　　　　　　　　みんな近くのイスを持ってきて、座る。

あずさ　　　それでは、話しを再開します。保育園訪問は、エプロンシアター・・・

杏子はあずさをにらむ。

あずさ　　　と、

杏子　　　　と？！

若菜　　　　何か踊りをやる。と！

あずさ　　　！

若菜　　　　ほら、色々やったほうが楽しんでもらえるよ。

巴　　　　　そ、一番の目的は楽しんでもらうことだから。

あずさ　　　分かったわ。何か踊りをやるというこにしましょう。

杏子　　　　（笑顔）

あずさ　　　それでは、保育園の件はまた検討しましょう。次に、何かある人。
　　　　　　　　　　　　何人か手を挙げる。あずさ、若菜に聞くが、あまり良い案がないので、ため息。

あずさ　　　かなえ。どうぞ。

かなえ　　　ええと、この前、みんなで盲学校の子と交流したよね。
杏子　　　　ああ

若菜　　　　驚いたよね。楽器をあんなに上手に演奏するなんて。

梢　　　　　　歌も上手だった。

杏子　　　　ソフトボールもおもしろかった。ボールから音出るなんて思わなかったし。

あずさ　　　それで、どうしたの？

かなえ　　　そこで、仲良くなったクミちゃんから、お願いされたの・・・

杏子　　　　何て？

かなえ　　　全力で走りたいって。

　　　　　　　　　　　一同、顔を見合わせる。

あずさ　　　どういうこと？

かなえ　　　ほら、目が不自由でしょ。だから、走るのが困難でしょ。それでかな～と。

梢　　　　　詳しく聞いてないの？

かなえ　　（うなずく）

梢　　　　　調査不足ね。

巴　　　　　あんたが言うな。

あずさ　　どうしようか？

かなえ　　　ダメかな？

あずさ　　ダメとかの問題ではなく、簡単に引き受ける内容じゃないと思う。

巴　　　　　転んで、怪我でもしたら大変だよ。

あずさ　　走る手伝いって・・・私たちそういう勉強してないし。

杏子　　　そういって？

あずさ　　ほら、目の不自由な方の対応というか、何と言うか・・・

杏子　　　大丈夫よ。

巴　　　　その自信はどこから来るの？

杏子　　　手をつないで、パッ～とね。
巴　　　　転んだら？
杏子　　　２人で、こう手と手と掴んで、走ればいいのよ。

あずさ　　簡単に言わないでよ。お家の人にも相談したり・・・

かなえ　　お家の人とは話しました。

梢　　　　　何て？

かなえ　　怪我のないように、気をつけます

梢　　　　　それだけ？

かなえ　　それだけ・・・

梢　　　　　・・・

杏子　　　大丈夫よ。怪我をさせなければ、いいんでしょう。
巴　　　　　じゃあ、杏子がやるの？

杏子　　　え？

　　　　　　　　　　一同、杏子を見る
かなえ　　　私がやります。やらせてください。

あずさ　　　まあ、それは問題ないよ。

若菜　　　　かなえ、今日は積極的だね。

かなえ　　　う、うん。

巴　　　　　　で、そのもう片方の手を掴む人は？だれ？

　　　　　　　　一同、杏子を見る

杏子　　　分かったわよ。やればいいんでしょ。やりますよ。

梢　　　　　本気なの？
杏子　　　本気よ。

巴　　　　　途中で投げ出したりしない？

杏子　　　どういう意味よ。

巴　　　　　いつも、面倒臭くなると途中で投げ出すから。で、やるのは私たちの誰か・・・

杏子　　　いつ投げ出したの？

あずさ　　この前の、老人ホーム訪問も、「やはり水戸黄門をやるべきよ！」とか言って、はりきって始めたのはいいけど、小道具作りで、
「私は器用じゃないんだよね」と言って、やらないし、脚本も結局、梢が書くことになったでしょ。
杏子　　　今回は投げ出さないわよ。

巴　　　　どうだか？マジレンジャーだって、振り付けをやるっと言っておきながら、ほとんど私と若菜と、梢でやって、杏子がつくった
のはちょっとだけじゃない。

杏子　　　もう、幼馴染なんだから、きついこと言わない

巴　　　　　（にらむ）

杏子　　　　責任を持って、やればいいんでしょ。
あずさ　　　そう。本当に大丈夫？
杏子　　　　大丈夫よ。

かなえ　　　私もやりますから。

杏子　　　　そう、２人でやろう！

かなえ　　　うん。

あずさ　　　かなえ。

巴　　　　　　結局あんたが最後にはやることになるんだよ。

かなえ　　　そうなったら、そうなったで。

若菜　　　　すごい。

梢　　　　　かなえが一人でやる確率は８８パーセントです。

若菜　　　かなりの確率だね。

巴　　　　　（ため息）

あずさ　　　じゃあ、二人に任せて。私と巴はバザーの準備。梢と若菜は保育園訪問を担当し
ようか。

巴　　　　　賛成

　　　　　　　　　　　　　他の部員もうなずいたり、返事をしたり

あずさ　　　かなえ、クミちゃんといつにするか連絡して、決めてね。

かなえ　　　はい。
巴　　　　　　ねえ、着替えてから、話を続けない？この格好だと、気持ちが切り替えられなくて。

あずさ　　　そうね。じゃあ、まずは着替えてからにしよう。

　　　　　　　　　　　みんな、着替えに行く

かなえ　　　ありがとう。

杏子　　　　まあ、成り行きで・・・

かなえ　　　よろしく。

杏子　　　　こちらこそ

　　　　　　　　　　　　間

かなえ　　　末広がりだね。

杏子　　　　何が？

かなえ　　　８８パーセント

杏子　　　　　そうだね。いや～めでたい。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　二人の間に微妙な空気

【ジングル】
部員の一人が「１週間後」と書かれた巻物を広げて、ヒーローポーズを決める
　　　　　　　　　

第２場

　　　　　　　　　　放課後・公園

　　　　　　　　　　部員が集まっている。あずさと巴が立っている　　　　　　

あずさ　　遅いね。
巴　　　　　どこまで、練習に行ってるんだろ？
　　　　　　　　　　若菜が走ってくる

若菜　　　来ました。

　　　　　　　　　　　三人が手をつないで走ってくる。かなえと杏子、間に梢。

　　　　　　　　　　　　最後にダッシュする。息が切れる三人

梢　　　　どうして、私がこんな目に・・・
杏子　　　どうしてって、相手がいなかったら練習にならないでしょう。
かなえ　　　ありがとう。

杏子　　　まだ来ないのかな？こっちは準備オッケーなのに。

巴　　　　とっくに来てるわよ。
杏子　　　え？

巴　　　　　あんたたちが遠くまで行くから、どっか行っちゃったんじゃない

あずさ　　　たぶん、さっき来ていた人たちがそうだと思う。

かなえ　　　私、探して来ます。

　　　　　　　　　　かなえが行こうとすると、ひかると母親が現れる

かなえ　　　あ、クミちゃん！！

　　　　　　　　　　かなえ、二人に近づく

　　　　　　　　　　母親とあいさつを交わす。母親、部員たちにも会釈

　　　　　　　　　　　部員たちもあいさつする。あずさが三人に近寄り、会話に加わる
　　　　　　　　　　　かなえとクミ、あずさの三人が部員たちの所に来る
　　　　　　　　　　　母親、軽く会釈して、退場

クミ　　　こんにちは。
　　　　　　　　部員、それぞれ名前を言う。

杏子　　　では、時間もないから始めようか。
クミ　　　はい。
杏子　　　では、

　　　　　　　　　かなえ、紐を用意している。
杏子　　　かなえ！（かなえを引っ張り）

かなえ　　・・・え

　

かなえ、クミの手をにぎる。

杏子　　　（反対側の手を杏子が握って）行くよ。レッツゴー！

走り出す３人。
　　　　　　　　　　みんなも一斉に走り出す

　　　　　　　　　　一周する

杏子　　　任務完了

梢　　　　お疲れ様

かなえ　　どうだった？！

あずさ　　　良かった？

クミ　　　・・・はい

杏子　　　また走りたくなったら言ってね。これくらいなら、いつでもオッケーだから

かなえ　　どうしたの？
あずさ　　・・・なにか

巴　　　　まだ走り足りないかな？

クミ　　　あの～

杏子　　　言いたいことがあるならはっきり言ってよ。
あずさ　　もう。それじゃ、言いたいことも言えないよ。

クミ　　　実は、一人で走りたいんです。

巴　　　　一人で。

梢　　　　今みたいに、手をつないでじゃなく？
クミ　　　はい・・・
あずさ　　一人で・・・
クミ　　　・・・はい

あずさ　　あ、ごめんね。攻めてるわけじゃないんだ。クミちゃん、ちょっと待ってね。

クミ　　　はい。

あずさ　　みんな、ちょっとこっちへ。

　　　　　　　　みんな、少し移動する

あずさ　　みんな、なにかない？

　　　　　　　　　間

若菜　　　ねえ。紐をつけて走るのは？（ジャスチャーを入れて）

梢　　　　なるほど。こう距離をあければ、一人で走っている感じがする。
巴　　　　（笑いながら）犬じゃないんだから。

あずさ　　ちょっと！（クミの方を見て）

巴　　　　あ、ごめん。

　　　　　　　　間

かなえ　　・・・（手に持っている紐を出そうとして）

杏子　　　梢！

梢　　　　はい？　

杏子　　　何かリサーチないの？
梢　　　　そう言われても・・・
杏子　　　肝心なときに役に立たないリサーチだね

梢　　　　パソコンがあれば・・・

杏子　　　よし！じゃあ戻ろう。
あずさ　　待って！
杏子　　　何？

あずさ　　（クミのところに行き）クミちゃん、今日はごめんね。うちらでこれから考えて、またやろう。

クミ　　　はい。ありがとうございます。（みんなの方を向き）今日はありがとうございます。

　　　　　　　　　クミ、少し周りを見渡して

　　　　　　　　　みんなはクミを見ている
クミ　　　・・・すみません。
あずさ　　なに？

クミ　　　杖を取ってもらえますか？

あずさ　　あ、ごめん。

かなえ　　私、取ってきます。（杖を取ってくる）はい。

クミ　　　ありがとう。
　　　　　　　　　クミ歩き出そうとする。少しつまずき。

かなえ　　くみちゃん。（クミの手をとる）こっちだよ。
クミ　　　行こう。
　　　　　　　　　クミを連れて行く。

　　　　　　　　　母親が出てきて。かなえと話をする

　　　　　　　　　母親、みんなの方を見て、会釈

　　　　　　　　　クミと母親は退場

　

【ジングル】

部員の一人が「またまた１週間後」と書かれた巻物を広げて、ヒーローポーズを決める

　　　　　　　　　

３場

放課後・公園

軽快な音楽と共にいっせいに走り出す６人。

　　　　　　　　　　公園の中を競争をしている。公園のグランドを一周する。

　　　　　　　　　　一人がゴールする。そして次々と。

　　　　　　　　　　３人がゴールした喜びを分かちあう。残りは不満げな顔で

　　　かなえは、クミを迎えに行く
巴　　　　ちょっと！

杏子　　　何？？

巴　　　　これおかしくない？

杏子　　　何が？

巴　　　　なんで私たちが走る必要があるの？

杏子　　　走るのをサポートするんだから、私たちが走れなくちゃだめじゃない。

梢　　　　走るのを手伝うのに、どうして私たちが強化しなければならないのかわからない。

若菜　　　何度も走って、走る練習をするんだから、基礎体力を上げないと。
杏子　　　いいこと言うね。
巴　　　　そうかな？

杏子　　　気合入れていくぞ！！

杏子、梢、かなえ、若菜は「おう！」と気合を入れる。

あずさと巴はしぶしぶ声を出す。

クミとかなえがやって来る。
クミは膝に包帯。他もバンドエイドなどが貼ってある。

不思議がる部員。

あずさ　　こんにちは。
クミ　　　こんにちは。
あずさ　　　足・・・大丈夫？
クミ　　　　　はい、大丈夫です。

巴　　　　　走れる？

クミ　　　　走れます。何度もすみません。
巴　　　　　気にしないで。

杏子　　　　じゃあ、行きますか。かなえ。
かなえ　　う、うん。
杏子　　　クミちゃん、つけるよ。

クミ　　　うん。

　　　　　　　　　　　杏子、リードの紐をクミにつける。

巴　　　　でも、若菜の思いつきが、まさか本当になるとは・・・

梢　　　　まあ、それを私がリサーチをして、現実的にしました。

杏子　　　というか、インターネットに載ってたのを使ってるだけじゃん。

梢　　　　・・・

あずさ　　ちゃんと検索をして、今回に合わせて作ったんだよね。

梢　　　　はい。
杏子　　まあ、どっちでもいいけど。

梢　　　　杏子さんは、何もしてくれなかったくせに。

杏子　　何！

巴　　　準備できたわよ。

　　　　　　　　　杏子とかなえ、クミの３人がリードをつけて走る。

　　　　　　　　　走り終わるが、クミは元気がない。

　　　　　　　　　それを気にするかなえ

あずさ　　クミちゃんお疲れ様。

クミ　　　　ありがとう。

あずさ　　どうだった？

クミ　　　　うまく走れませんでした。

梢　　　　　まだまだ改良の余地はありそうですね。

杏子　　　あんまり、上手く走れなかったから。次回、またやるから。
クミ　　　　はい。ありがとう。
あずさ　　じゃあ、また日にちを決めて、やりましょう。

クミ　　　　はい。

　　　　　　　　　あずさ、クミを連れて行こうとして　　　　　　　　　　　
かなえ　　クミちゃん・・・クミちゃんの全力で走りたいことってこれなの？

クミ　　　　・・・

かなえ　　クミちゃん。本当のことを言って
杏子　　　ちょっと。

あずさ　　かなえ、どういうこと？
かなえ　　　いや、この前、一人で走りたいって言ったのは、こういうことじゃないのかな～と。

あずさ　　　こういうって、紐でつなぐのではなく？

かなえ　　　（うなずく）

杏子　　　そうなの？

クミ　　　　はい。

杏子　　　早く言ってよ。

クミ　　　　ごめんなさい。

杏子　　で、なに？
巴　　　そんな言い方したら、言い辛いよ

　　　　　　　　　　　間

あずさ　　私達、ちょっと向こうに行ってようか？

かなえ　　うん。

あずさ　　みんな。

巴　　　　　杏子は残りなさいよ。

杏子　　え？

巴　　　　担当でしょ。

杏子　　　え！

あずさ　　そうね。杏子は残ってね。

かなえ　　あ、私一人で大丈夫ですから。

杏子　　　ほら、こう言ってるし。

あずさ　　杏子。

杏子　　　はいはい。

　　　　　　　　　　３人になる

杏子　　　　ねえ。早くしようよ。

かなえ　　・・・　クミちゃん、その怪我、どうしたの？

杏子　　　　話ってそれ？！

クミ　　　　　・・・

かなえ　　　走る練習して、怪我したの？
クミ　　　　（うなずく）
かなえ　　クミちゃんの全力で走るって、どういうこと？私達、一緒に頑張るから。

クミ　　　　・・・１人で、全力で走りたいんです。

杏子　　　　え？どういうこと？

クミ　　　　・・・

かなえ　　手もつながず、リードもなしで・・・

クミ　　　・・・はい。私、生まれてすぐに目が見えなくなって、一回でいいから思いっきり、全力で走ってみたくて・・・

　　　　　すみません。難しいですよね。

　　　　　　　

【ジングル】

部員の一人が「３０分後」と書かれた巻物を広げて、ヒーローポーズを決める

　　　　　　　考えに行き詰まっている部員達

　　　　　　　クミはその場にいない
杏子　　　・・・ねえ、いくら考えても駄目だよ。無理だよ。一人で、全力って・・・
梢　　　　難しいね

若菜　　　魔法でも使えれば。

巴　　　　若菜。

若菜　　　（謝る）

杏子　　　いや～これは無理でしょ

巴　　　　・・・

杏子　　　だってね。一人でリードもなしで走るのは。

巴　　　　どうして、そうやってすぐに諦めるの？

杏子　　　諦めるんじゃないよ。やってできることとできないことがあるよ。あずさも言ってたじゃん。専門性がないと

あずさ　　私が言ってたのは、まだ勉強してないって

杏子　　　やっぱもっと勉強してからでないと。それからでも遅くはないでしょ。
杏子　　　　・・・何か案がある人・・・ないでしょ
かなえ　　きっとできるよ

杏子　　　どうやって？

かなえ　　分からない。

杏子　　　この辺が潮時だよ。これ以上やってもさ。

巴　　　　あんたは昔っから・・・

あずさ　　巴！

杏子　　　じゃあ、どうするの？このままこうしてるの？

　　　　　　　　　間

若菜　　　あの～そろそろ帰る時間が

梢　　　　私も塾の時間が・・・

あずさ　　そうね。今日はこのへんにして、また考えよう。

杏子　　　じゃあ　　　　　　
　　　　　　　ＢＧＭ（台詞はなしで、動きと音楽のみで見せていく）
　　　　　　杏子、帰ろうとして、立ち止まり、何かを振り切るようにその場を去る

　　　　　　巴、杏子を追いかけようとするが、あずさが止める

若菜と梢も申し訳なさそうに、その場を去る

　　　　　　少し、あずさと巴がいる

　　　　　　あずさがかなえに帰ろうと言うが、かなえは「もう少しいる」と伝える

　　　　　　あずさ、巴帰る

　　　　　　かなえ、一人残り、考えこむ

　　　　　　かなえ、何かを思い、走り去る。
【ジングル】

部員の一人が「２週間後」と書かれた巻物を広げて、ヒーローポーズを決める

４場
　　　　　　　放課後・学校の中庭　　　
　　　　　　　あずさ、巴、梢がバザーの準備をしている。

　　　　　　　杏子がやってくる
あずさ　　どうしたの？進んでる？

杏子　　　何が？

あずさ　　クミちゃんの件

杏子　　　ぼちぼち。

巴　　　かなえ、あれからずっと練習してるよ。

杏子　　え？

あずさ　公園で。

杏子　　　・・・いや、行き詰って・・・どうしようかなって、何か良い案が？

あずさ　　（首を振る）
杏子　　そう。
　　　　　杏子、去ろうとして

巴　　　　公園とは方向が違うよ。

杏子　　ちょっと用事が。

あずさ　　二人で頑張るんじゃないの？

巴　　　また、その繰り返し？

杏子　　・・・！

巴　　　また人任せ。

杏子　　違うよ。

巴　　　じゃあ、何？

杏子　　考えてるんだよ。

巴　　　かなえは諦めずに、ずっと何か良い方法を考えては練習して、また考えては練習してるよ。

杏子　　・・・。

巴　　　いつもそうだよ。ちょっと問題にぶつかると、すぐに逃げ出す。いつになったら、
最後までやり遂げるの？

杏子　　まあ幼馴染なんだら、きついこと・・・
巴　　　じゃあ、、今まで我慢してきたことを、幼馴染だから今日こそ言わせてもらうよ

巴、手に持っているバスケットボールを投げつける

巴　　　　　そのボールは？

杏子　　これは、今度バザーをやるでしょ。そのために持ってきたんだから。

巴　　　　　このラケットも？

杏子　　　そう。

巴　　　　　この楽器も？

杏子　　　そう。

巴　　　そのバスケットボール。ミニバスをやると言ってから、すぐに辞め、このラケットも。何か始めて、つまらなかったり、上手く
いかないと、すぐに何かのせいにして、辞めちゃう。始めは頑張るけど、上手くいかないと適当なところで見切りをつけて、何か
の誰かのせいにして、やめる。それが本当に頑張ったっていうの？今回だって、本当に頑張って駄目だったらクミちゃんに「ごめん
なさい」すればいい。でも、まだ本当に頑張ってないじゃん。一生懸命やてないじゃん。いつもそうだよ。これでもがんばれないん
なら、一生そうしていなよ。

杏子　　（ボールを投げ返す）

　　　　　　杏子、走り去る

　　　　　　あずさ、途中まで追いかける

梢　　　杏子。（杏子に）言い過ぎだよ。
巴　　　・・・

あずさ　きっと大丈夫だよ。杏子も分かってたんだと思う。それに巴の気持ち、届いてるよ。きっと。
梢　　　そうかな？

あずさ　　そうだよ。杏子の走っていった方向を見ればね。
巴　　　　・・・。

あずさ　　さあ、私たちは片付け、片付け。保育園の練習もしなくしゃ
　　　　　　　若菜、サッカーボールを持ってやってくる

若菜　　　杏子、どうしたの？
あずさ　　何でもない。

梢　　　　そう、何でもない。

若菜　　　？

あずさ　　それより、若菜、お願いがあるんだけど。

　　　　　　　　全員、片付けをして、帰る。
５場

　　　　　　　　　公園

　　　　　　　　　かなえが走ってくる。目隠しをしている。

　　　　　　　　　反対側から、杏子が走ってくる

かなえが転ぶ。

かなえ　　痛っ！（足元を探って）これか。

　　　　　　　　　　再び、走り始めるかなえ。

　　　　　　　　　　また転ぶ。

　　　　　　　　　　かなえ、痛さにうずくまる。

　　　　　　　　　　杏子がかなえに近づく

　　　　　　　　　　かなえ、立ち上がるが、よろける

　　　　　　　　　　杏子、かなえを抱きかかえる

　　　　　　　　　　

かなえ　　杏子？

杏子　　　（離れる）

かなえ　　待って！（走ろうとして、また転びそうになる）

　　　　　　　　杏子、かなえが転ぶのを止める

　　　　　　　　かなえ、目隠しをとる。

かなえ　　やっぱり、杏子だ。

杏子　　　かなえ、ず～と練習してたの？

かなえ　　うん。

杏子　　　あれから？

かなえ　　うん。

杏子　　　何で私に声をかけなかった・・・いや、ごめん

かなえ　　ごめんね。声をかけなくて。二人が担当だったね。

杏子　　　いいよ。もう。・・・目隠しして、走ったの？

かなえ　　うん。

杏子　　　怖くないの？

かなえ　　怖いよ。今でも怖い。

杏子　　　じゃあ、何で。

かなえ　　なんか目隠ししないと、ダメかな～と思って。でもね、少しはクミちゃんの気持ちが分かった気がする。まだほんの少し
だと思うけど。
杏子　　　その怪我・・・この練習で？
かなえ　　そうだよ。
杏子　　　どうしてそこまで。

かねえ　　私ね。人から真剣に何かをお願いされたことないんだ。こんな感じだから、きっと頼りないんだと思う。だから、クミち
ゃんからお願いされたときは、ものすごく嬉しかった。目が見えないから、頼りなく見えなかったのかも。

杏子　　　違うんじゃない。

かねえ　　え？

杏子　　　かなえなら、きっとやってくれると思ったからじゃない。

かなえ　　・・・ねえ、何か気づかない？

杏子　　　？？

かなえ　　この怪我・・・
杏子　　　　あ！もしかして。

かなえ　　クミちゃんも似たようなところを怪我していた・・・クミちゃん、私たちには言わないけど、きっと影で練習していたんだと思う。だから、クミちゃんの夢、かなえてあげたいんだ。２人で叶えてあげようよ。
杏子　　　そりゃ・・・

かなえ　　思ってないの？

杏子　　　思ってるよ。でも、何か駄目なんだよね。

かなえ　　駄目って？　　

杏子　　　・・・ねえ、何かをやり遂げたことある？
かなえ　　え？

杏子　　　何かをやりとげたこと。

かなえ　　例えば？

杏子　　　例えば？う～ん・・・

かなえ　　？

杏子　　　なんかさ、こういときドラマなら、気持ちを察っして、何か言うでしょ。ふつう。
かなえ　　そんなこと言われても。

杏子　　　ほら習い事をやり続けるとか、決めたことを最後までやり抜くとか。あるでしょ。そういうの
かなえ　　ああ、それならあるよ。

杏子　　　どうだった？やり遂げたあとは、どんな感じ？

かなえ　　そうだね。気持ちよかった。

杏子　　　気持ちよかった。やっぱり成功して、うれしくなるの？

かなえ　　成功？う～ん、あんまり。
杏子　　　あんまりって?

かなえ　　剣道は最後の試合で負けたし、珠算も合格できなかったし、あ、でも書道はとれたか。
杏子　　　それで気持ちがいいの？悔しくないの？格好悪くならない？

かなえ　　格好悪く？そんなの感じたことはないな。悔しいのはいつもだよ。

杏子　　　それなのに？

かなえ　　うん。悔しいけど、でもね、最後まで頑張れたときは、なんか気持ちがすっきり
して、また頑張ろうって力がわいてくる感じ？
杏子　　　また頑張ろうって力か・・・
かなえ　　杏子は何かをやり遂げたり、達成感を味わったことないの？
杏子　　　ないな。

かなえ　　そう。

杏子　　　私ね、根性ないんだ。

かなえ　　そうかも・・・
杏子　　　え。
かなえ　　うそうそ。

杏子　　　・・・。なんかさ、一生懸命やって上手くいかないのってかっこ悪くない？

かなえ　　そんなことないよ。何かに一生懸命になるのってカッコイイよ。失敗するのが怖いの？

杏子　　　そうなのかな。

かなえ　　もしも失敗しても、本当に頑張ったのなら、絶対に自分に納得できるし、終わった後はいい気持ちになるよ。

杏子　　　・・・

かなえ　　達成感もあるよ。

杏子　　　・・・

かなえ　　覚えてる？運動会の全員リレーの練習とき、大山君の走る姿がかっこ悪くて、みんなが笑っていた時、杏子何て言った？「あいつなりに一生懸命走ってんだから、笑うなよ。」って。
杏子　　　あ、あれは何か勢いで。つい。

かなえ　　大山君、杏子の一言がうれしかったと思う。走り終わったとき、いい顔してた
杏子　　　あいつ泣いてたし

かなえ　　でも、かっこよかったよ。大山君。

杏子　　　・・・

かなえ　　結局運動会は、うちのクラスは負けたけど、終わった後、達成感というか、やりきったから、最後は楽しくなかった？
杏子　　　私は・・・

かなえ　　・・・大山君もそうだけど、私も、杏子に感謝してるんだ。
杏子　　　何だよ、唐突に。

かなえ　　そう。今回の件、クミちゃんに言われてから、引き受けるべきか悩んでたんだ。杏子が「やる！」って言ってくれたから、私は一歩を踏み出すことができた。

杏子　　　・・・
かなえ　　クミちゃんにも感謝してるんだ。クミちゃん目が見えないのに、とっても頑張ってる。きっと今も練習してると思う。勇気をもらった。頑張れば、頑張ればきっと夢はかなう。いや、叶えてあげたい。

杏子　　　けどさ・・・

かなえ　　もう、ポジティブに

杏子　　　あんた、変わったね。
かなえ　　そう？
杏子　　　変わったよ。何かこう、うまく言えないけど、明るく、自分に自信をもってる感じ。

かなえ　　クミちゃんと杏子のおかげだよ。

杏子　　　私のおかげじゃないよ。
かなえ　　一度は、諦めそうになったけど、クミちゃんの怪我をみたら、こういてもたってもいられなくて、何か頑張ってたら、先のことなんて考えられなくなって、とにかく今を一生懸命やろう、そしたらきっと上手く行くって思うようになって。２人には勇気をもらった。

杏子　　　そんな・・・。こう、魔法みたいにうまくいく方法はないかね。
かなえ　　マジレンジャーみたいに？
杏子　　　そう。
かなえ　　あるといいね。・・・ねえ、聞いてもいい？
杏子　　　なに？

かなえ　　若菜がマジレンジャーを踊るのを提案したとき、推し進めたのは杏子だよね。

杏子　　　（うなずく）

かなえ　　なんで？

杏子　　　なんでって・・・それは、あいつがそれをもってきたし、梢のリサーチもあったし・・・

かなえ　　うそ。

杏子　　　・・・

かなえ　　今のヒーローがマジレンジャーではないのは知っていたはず。保育園の子どもには古いのを知っていて、なぜ、マジレンジャーにしようと思ったの？
杏子　　　それは・・・
かなえ　　（じっと見る）

杏子　　　・・・分かったよ。言うよ。

かなえ　　うん。
杏子　　　笑うなよ。

かなえ　　うん。

杏子　　　・・・絶対に笑うなよ。あ、他の人には言うなよ。

かなえ　　うん。

杏子　　　他の人には言うなよって言って。必ず、他の人には言わないでね、実は・・・とか言って、どんどん回るんだよな

かなえ　　絶対言わない

杏子　　　絶対にだぞ。約束だからな。

かなえ　　約束する。・・・杏子、意外と子どもっぽいところあるね。

杏子　　　・・・分かったよ。いや、あのさ、歌詞が好きでさ。
かなえ　　歌詞が。

杏子　　　・・・
かなえ　　GO　Fight　マジマジマジレンジャー？

杏子　　　ちがうよ。それのどこにひかれるんだよ。次だよ。

かなえ　　OK！オーライ？

杏子　　　次。

かなえ　　君が超えたいものは何？大空　逆風　昨日の自分・・・！
杏子　　　笑うなよ。
かなえ　　笑わないよ・・・

　　　　　　　　間

かなえ　　走る練習しようか？
杏子　　　？

かなえ　　信じてフューチャーだよ。やるしかない。きっと何か見えてくるはず。

杏子　　　そうだね。

　　　　　　　　　かなえと杏子準備を始める

若菜と梢がくる。手にはボール
若菜　　　おーい！
かなえ　　おーい！

杏子　　　何しに来たんだ。

梢　　　　何しに来たんだって、あずさが２人の力になってやれって。

杏子　　よりによって、一番頼りにならない２人か。

若菜　　　ひどーい

かなえ　　来てくれて、ありがとう。

梢　　　　練習してたんですか？
かなえ　　（杏子を見てから）うん。梢、何か良い案ある？

梢　　　　いや、まだ。

かなえ　　そうか。

梢　　　　それは？

かなえ　　目隠し用。

梢　　　　目隠しして、練習してたの？それで、その包帯・・

かなえ　　（うなずく）

若菜　　　これ貸して。
かなえ　　いいけど・・・

　　　　　　　　　
　若菜、近くに落ちている木を見つける

ボールを置き。

　　　　　　　　　　若菜、目隠しをして、ボールをスイカに見立てて、スイカ割りを

　　　　　　　　　　しようとする。

　　　　　　　　　　

杏子　　　何やってんだよ。
若菜　　　スイカ割り

若菜　　　教えてね。

　　　　　　　　若菜、とんでもない方向に行こうとして

全員　　　あ、右。

　　　　　　　みんなで、指示を出し始め

かな・杏　あ！

梢　　　　　何？
かな・杏　これだ！

かなえ　　若菜。ありがとう！

杏子　　　お前、少しだけ役に立つな。

かなえ　　クミちゃんを呼んで、早速練習だ。

杏子　　　私はいいや。

かなえ　　杏子。

　　　　　　　　　杏子は退場

梢　　　　やろう。

かなえ　　（うなずく）

　　　　　　　　　BGMが入り

　　　　　　　　　それぞれの活動の様子を見せていく

【ジングル】

部員の一人が「当日」と書かれた巻物を広げて、ヒーローポーズを決める

６場
　　　　　　　公園　

　　　　　　　杏子以外、全員いる

あずさ　　さあ、始めようか。

かなえ　　まだ。杏子が。

あずさ　　連絡は？

巴　　　　（首を振る）

梢　　　　時間や場所は伝えてあるけど・・・

あずさ　　これ以上は、クミちゃんに申し訳ないし。

かなえ　　うん。クミちゃん、準備はいい？

クミ　　　はい。

　　　　　　準備し始めようとし

　　　　　　　

杏子　　　（声）ちょっと待った。
　　　　　杏子、足をひきずって走ってくる
　　　　　足には包帯、他にバンドエイド

かなえ　　杏子・・・

杏子　　　私にも手伝わさせて。

巴　　　　でも、一緒に練習してなかったんでしょ？

かなえ　　大丈夫。きっと
　　　　　　不安な部員たち

　　　　　　クミが杏子の手をとる。そして、かなえの手もとる
　　　　　　杏子、かなえ、力強く握り返す

　　　　　　３人で手をつなぐ

杏子　　やるか！

　　　　　　クミ、かなえ、うなずく

　　　　　　円陣を組み

　　　　　　気合いれ！「お！」の掛け声
　　　　　その後、３人位置につく

クミ　　足、大丈夫ですか？

杏子　　なんで、分かったの？

クミ　　足を引きずっているように聞こえたので。

杏子　　（笑顔）大丈夫

あずさ　位置について。よーい、どん！

　　　　　　　　３人走り出す

　　　　　　　　指示を出す２人。

　　　　　　　　２人の指示により、順調に走るクミ

　　　　　　　

かなえ　　最後のカーブに入るよ

杏子　　　入った。

かなえ　　少し左

杏子　　　もどって

かなえ　　もう少しでカーブが終わるよ

杏子　　　あとは直線のみ。

かなえ　　心配いらないよ。あとはまっすぐだから

杏子　　　直線に入った。
かなえ　　少し左

杏子　　　さあ、あとはまっすぐ。突っ走れ！

　　　　　　　声をかえた直後、足がガクッとなり、倒れる

　　　　　　　スローモーション

　　　　　　　かなえとクミ声がなくなり、心配で足をとめようとする

杏子　　　止まるな！行け！

　　　　　　　声が聞こえてきたので、走り出す２人

かなえ　　あと少し

　　　　　　追いつく杏子

杏子　　　そのまままっすぐ
かな・杏　行け！

　　　　　　　　懸命に走る３人

　　　　　　　　ゴールテープを用意する部員たち

　　　　　　　　ゴールテープに向かって走るクミ

　　　　　　　　ゴールテープを切るクミ

　　　　　　　　喜ぶ部員とクミ

　　　　
杏子　　ありがとう
　　　　　　

　　　　　抱きつくクミと杏子

　　　　　かなえも加わり

　　　　　そして部員たちも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END
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　　　　　　考えてきた人。
　　　　

　　　　　　　

２場　　

　　　　教室。みんなで会議している。

　

　　　　次の老人ホームの訪問のとき、何をする？

　　　　次は劇をやらない？

　　　　劇かおもしろいかもね。何をやろうか。

　　　　やはり水戸黄門じゃない。

　　　　水戸黄門って、あのおじいちゃんの？

　　　　そう。印籠出して、この紋所が目に入らぬか～。

　　　　詳しいね。

　　　　うちのおじいちゃんが見てたからね。

　　　　他にどんなのいたっけ？

　　　　あとは助さんと角さん。

　　　　ああ、あの横にいる人。
　　　　どんな？

　　　　即興で演じる

　　　　

控えよ! （印籠を出し）この紋所が目に入らぬか？

このお方をどなたと心得る。先の副将軍水戸光圀公であらせらられるぞぞ。

　　　　おお！すごい！その他に誰がいるの？
　　　　あとはうっかり八べいかな？

　　　　なにうっかり八べいって？

　　　　うっかりして、ぽっちゃりしてるんだよ。

　　　　？？

　　　　

　　　　部長入ってくる。

　　　　

　　　　目安箱のおかげで、順調にやることも出てきたし。

そう。
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